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　『素晴らしき哉，人生！（It’s a Wonderful Life！）』は，1946 年にアメリカで最も有名な監督の
一人，フランク・キャプラ（Frank Capra）が，やはり彼の作品の『スミス氏都へ行く（Mr. 














（１）　Lary May, “Movie Star Politics：The Screen Actors’ Guild, Cultural Conversion, and the Hollywood Red 
Scare,” in Lary May ed. Recasting America：Culture and Politics in the Age of Cold War, Chicago and London：





































（３）　一つの典型として職場や企業の状況に注視した Andrew Gordon, The Wages of Affluence：Labor and Man-
agement in Postwar Japan, Cambridge and London：Harvard University Press, 1998 がある。
























運動を論じた Michael Denning, The Cultural Front：The Laboring of American Culture in the 
Twentieth Century（London and New York：Verso, 1996）の議論が欠かせない。
　おさらいをしておくと，デニングは，1930 年代のアメリカのニューディール期の CIO（産別会






























































































　1956 年 3 月に国民文化調査会というところが編集し，東京の星光社から発行された『左翼文化
戦線―その組織と活動　概観・うたごえ・映画・演劇・文学・出版・放送・科学・平和運動・文

























































































































































提供している。それが文化機構（cultural apparatus）だ（38 ～ 50 頁）。これはもともと社会学者
のライト・ミルズの議論だ（Irvin Louis Horowitz ed. Power, Politics, and People：The Collected 










年代と 40 年代におけるアメリカの政治レジームを分析した David Plotoke, Building A Democratic 
Order：Reshaping American Liberalism in the 1930s and 1940s, New York：Cambridge 











（１３）　清水慎三「総評遺産とは―その歴史性と一般性」『月刊総評』最終号（1989 年 8・9 月号），篠田徹「心をつ
くる労働運動―次世代日本を見晴かし」『連合総研レポート DIO』280 号（2013 年 3 月号）。
総評論序説（篠田　徹）
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後に商業媒体となった平凡社が出した『綴方風土記』（第一巻 北海道篇，第二巻 東北篇，第三巻 






もいうべき『風土記 日本』（第一巻 九州・沖縄篇，第二巻 中国・四国篇，第三巻 近畿篇，第四巻 


























































ではじまる，1 新しい開国（1952 年～ 60 年）から，2 廃墟の中から（1945 年～ 52 年），3 果てし
なき戦線（1937 年～ 45 年），4 アジア解放の夢（1931 年～ 37 年），5 震災にゆらぐ（1923 年～ 31
年），6 成金天下（1912 年～ 23 年），7 明治の栄光（1900 年～ 12 年），8 強国をめざして（1889 年






































































































（１６）　こうした視点からアメリカの 1940 年代の労働者文化運動（この場合は広義）を検討した作品に，George 
Lipsitz, Rainbow at Midnights：Labor and Culture, Urbana and Chicago：University of Illinois Press, 1994 があ
る。
